
古
代
儒
救
家
の
法
律
観

有

高

巌

に
古
代
と
一
瓦
ふ
の
は
、
府
代
よ

b
淡
代
に
か
け
て
儒
惑
が
後
生
し
、
そ
の
形
態
、
が
絡
に
出
来
上
っ
た
筏
ま
で
を
漠
然

、
そ
の
材
料
、
と
な
る
所
は
主
と
し
て
四
書
五
経
で
あ
る
が
、
そ
の
制
作
年
代
金
(
他
の
問
題
等
に
つ
い
て
は
明
瞭
な
る

し
な
い
。
(
書
経
に
つ
い
て
は
大
臨
ん
寸
文
に
依
っ
た
。
)
叉
儒
家
の
準
設
に
引
会
は
し
て
法
家
の
も
の
、
部
ち
韓
非
子

向
子
等
専
が
ふ
引
用
す
る
つ
も

b
で
あ
る
、
が
、
之
等
に
つ
い
て
も
そ
の
制
作
年
代
、
或
は
果
し
て
そ
れ
が
そ
の
本
人
の
作
で

あ
る
か
否
か
等
の
問
題
に
関
し
て
は
徐

b
穿
愁
し
な
い
。
唯
思
想
と
し
て
如
何
な
る
傾
向
を
有
し
て
ゐ
る
か
を
中
心
に
し

て

取

扱

っ

て

行

か

う

と

忠

よ

。

グ

、
法
律
は
如
何
な
る
閣
に
於
て
も
そ
の
後
生
時
代
に
於
て
は
大
部
分
は
刑
法
で
、
今
日
の
法
律
よ

b
も
狭
義
の
も
の
で
あ

る
‘
随
っ
て
此
庭
に
遮
べ
ん
と
す
る
の
も
主
と
し
て
苅
律
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
、
古
代
の
儒
家
は
溺
律
を
如
何
に
考
へ

0

0

0

0

0

0

0

0

 

て
ゐ
た
か
を
見
ん
と
す
る
も
の
で
、
大
控
潟
の
性
一
笈
と
却
の
目
的
と
に
別
け
法
家
の
考
へ
と
お
照
し
つ
¥
述
べ
、
絡
b
に

筏
向
島
・
な
批
評
を
な
し
た
い
と
忠
ム
υ

一

、

刑

律

の

性

質

/

。
0

0

0

此
滋
に
於
て
先
づ
著
し
く
感
じ
ら
れ
る
の
は
苅
罰
を
天
が
行
ふ
、
部
ち
羽
川
器
天
行
設
と
で
も
一
疋
ム
べ
き
も
の
で
あ
る
、

天
罰
な
る
熟
語
は
此
の
思
想
を
一
不
す
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
、
之
は
会
〈
支
那
古
代
に
於
け
る
天
を
崇
拝
す
る
思
想



よ
b
出
た
も
の
で
、
書
絞
湯
一
世
一
呂
に
「
有
夏
多
罪
、
天
命
磁
之
」
と
あ
ι
へ
同
じ
く
康
誌
に
は
「
天
乃
大
命
文
玉
、
時
任
戎
段
1

一

と
あ
る
、
之
等
は
凡
て
天
が
有
徳
の
者
に
命
じ
て
慈
虐
の
君
子
}
討
伐
せ
し
め
る
を
迷
べ
た
も
の
で
あ
る
。
又
人
民
に
向
っ

て
も
、
同
じ
く
皐
陶
誌
に
「
天
討
有
罪
、
五
刑
五
沼
哉
、
」
と
あ
b
、
沼
詰
に
は
「
天
非
虐
、
惟
民
自
遮
事
」
と
あ
る
、
叉
詩

総
大
雅
夜
交
に
は
「
長
天
疾
威
、
:
:
:
」
と
、
そ
の
他
詩
経
中
に
は
か
¥
る
思
想
を
二
小
す
例
ば
極
め
て
多
い
。
之
等
は
何
れ

も
刑
罰
を
天
が
佼
行
す
る
と
一
瓦
ム
思
想
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
之
に
説
し
℃
法
家
は
邪
法
入
居
均
の
思
想
を
有
し
て
ゐ
る
、

天
罰
思
想
は
殆
ん
ど
見
営
ら
ぬ
。
管
子
君
臣
篇
に
「
古
者
未
有
君
臣
上
下
之
別
:
:
:
以
力
相
征
:
:
:
L
と
あ
b
、
高
子
問

客
穏
に
「
古
民
知
立
(
母
、
市
不
知
共
父
、
;
:
:
」
と
、
何
れ
も
古
代
の
道
義
乱
れ
た
る
絞
態
を
速
や
へ
、
先
日
庭
に
法
を
設
け
て

刑
を
施
す
必
要
あ
る
を
論
じ
て
み
る
も
の
で
、
叉
韓
非
子
五
護
篇
に
は
「
今
人
有
五
子
、
不
急
多
、
子
又
有
五
、
大
父
未

死
、
市
有
二
十
五
孫
、
是
以
人
民
衆
務
管
〈
財
寡
、
事
力
持
、
供
養
落
、
故
民
字
、
経
倍
賞
玄
罰
、
市
不
免
於
乱
」
と
い

ひ
、
人
口
と
食
料
と
の
間
関
係
を
述
べ
、
此
庭
に
争
闘
の
必
然
性
と
、
邪
律
の
必
要
を
論
じ
て
ゐ
る
、
が
、
之
は

?
y
サ
ス
の

人
口
論
に
酷
似
し
、
二
千
二
百
年
前
代
放
に
か
¥
る
設
を
な
し
て
お
た
乙
と
は
安
に
驚
歎
代
位
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
儒
家
で
は
、
刑
法
を
公
布
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
如
何
な
る
考
へ
を
有
し
て
ゐ
る
か
を
え
る
に
、
設
日
経
舜
血
〈

に
「
象
以
胤
(
刑
」
と
あ
b
、
仏
ん
の
血
(
刑
に
就
い
て
孔
停
は
常
到
な
b
と
し
て
ゐ
る
、
が
、
安
営
で
あ
ら
ラ
、
象
に
就
い
て
は

穏
や
設
の
あ
る
所
で
、
「
象
。
一
を
以
て
「
一
不
」
の
立
に
解
す
る
設
が
あ
る
、
又
、
局
総
秋
官
大
司
冠
に
「
正
月
之
吉
、
始
和

布
刑
於
邦
図
」
と
あ
る
に
依
れ
ば
、
或
積
の
却
の
公
布
を
認
め
て
ゐ
た
も
の
¥
如
く
沼
山
は
れ
る
が
、
左
侍
沼
公
六
年
比
斜
の

子
産
が
加
害
子
一
銭
だ
と
と
に
訴
し
て
儒
者
叔
向
が
之
を
攻
撃
し
て
ベ
昔
先
五
議
以
制
、
不
枝
川
消
降
、
健
氏
之
有
争
心
也
、
猶

不
可
禁
禦
、
是
故

mm
之
以
英
、
行
之
以
給
、
守
之
以
信
、
:
・
民
知
有
鮮
、
別
不
忘
於
上
、
並
存
争
心
、
・
:
変
有
乱
政
作



一
雨
刑
、
尚
有
鋭
敬
市
作
湯
刑
、
凶
有
乱
政
部
作
九
刑
、
二
一
僻
之
興
、
皆
叔
世
也
、
今
吾
子
相
郷
図
、
・
・
:
銭
形
番
勝
以
靖

氏
.
不
亦
難
乎
J
と
あ
、
夕
、
日
じ
放
な
話
、
が
昭
公
二
十
九
年
に
あ
る
。
邸
ち
習
の
趨
執
が
刑
問
婦
を
作
っ
た
の
に
お
し
て
孔

子
が
嘆
息
し
て
「
脅
共
亡
乎
、
失
共
皮
突
、
・
:
:
今
葉
是
皮
市
魚
川
mm端
、
民
在
的
端
、
何
以
向
学
賞
、
:
・
:
貴
賎
無
序
、
:
:
:
」

と
、
何
れ
も
刊
法
の
公
布
を
却
け
て
ゐ
る
、
蓋
し
刑
律
を
公
布
す
る
時
は
、
人
民
は
犯
罪
の
種
類
と
刑
罰
の
程
度
と
を
知
悉

す
る
結
果
、
脱
法
行
魚
を
計
b
、
或
は
訟
を
え
総
る
に
至
'
夕
、
人
情
軽
薄
に
、
人
心
は
怒
化
す
る
で
あ
ら
ラ
乙
と
を
儒
家
は

0

0

0

0

 

愛
へ
た
の
で
、
訓
川
律
不
公
布
、
が
儒
家
の
真
意
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
J

放
に
舜
品
川
(
や
周
柏
崎
の
記
事
の
如
き
も
五
刑
な
ど
の

大
綱
の
み
を
民
に
知
ら
せ
て
も
、
細
部
に
つ
い
て
は
知
ら
せ
ぬ
方
針
で
あ
っ
た
か
と
思
は
れ
る
。
部
ち
前
遮
の
如
く
人
心

。。

の
怒
化
を
漁
防
す
る
然
と
見
る
ベ
主
で
あ
る
ご
之
に
溺
し
法
家
は
刑
法
を
明
ら
か
に
公
布
す
べ
き
乙
と
を
主
張
し
て
ゐ

る
。
管
子
立
政
篇
に
、
「
凡
終
翠
事
、
令
・
必
先
出
:
:
:
慾
銃
布
、
有
不
行
憲
者
、
謂
之
不
従
令
、
山
非
民
不
放
」
と
云
仏
、
荷

予
定
分
第
に
は
「
尺
六
之
符
i
i
l年
月
日
:
・
:
」
と
、
刑
法
を
一
々
符
礼
に
卦
一
目
し
て
月
日
を
も
記
し
て
公
布
す
る
を
一
疋

ぴ
、
韓
、
非
子
難
三
篇
に
は
「
法
者
編
著
之
国
籍
、
設
之
官
府
市
布
之
百
姓
者
也
」
と
あ
b
、
同
じ
く
定
法
第
に
は
「
法
者

憲
令
著
於
官
府
、
刑
罰
必
於
民
心
、
:
:
:
」
と
何
れ
も
刑
法
を
人
民
に
向
つ
℃
詳
細
に
公
示
す
べ
き
を
論
じ
て
ゐ
る
。
健
子

の
中
に
も
「
措
鈎
石
伎
一
向
察
之
、
不
能
識
也
、
懸
於
縫
街
、
同
別
短
髪
一
誠
尖
」
と
一
去
っ
て
一
定
の
標
準
と
な
る
べ
き
も
の
を

民
間
に
公
布
す
べ
き
を
一
去
っ
て
ゐ
る
。

。。

第
三
に
法
律
は
準
化
す
べ
き
も
の
か
、
或
は
毘
定
す
べ
き
」
も
の
で
あ
る
か
、
之
に
O

い
て
儒
家
は
明
瞭
に
法
律
と
し
て

論
ず
る
も
の
は
な
い
が
、
論
一
諸
島
?
?
里
帰
に
斗
先
王
之
道
、
新
急
美
小
大
出
之
」
と
あ
b
J
孟
子
離
婁
上
に
で
徒
法
不
能
以

自
行
、
詩
一
室
小
慾
不
志
、
~
卓
也
欝
章
、
(
以
時
)
選
先
王
之
法
一
郎
一
過
者
未
之
有
也
、
'
一
と
云
ぴ
、
同
じ
く
離
婁
上
に
「
免
竺
小



四

。
。
。

国
先
王
之
道
、
可
詰
ん
即
日
一
千
」
と
あ
る
。
之
竿
に
依
れ
ば
伝
家
の
考
は
保
守
的
、
国
定
的
で
あ
り
だ
と
一
試
ふ
乙
と
が
出
来
よ

う
、
尤
も
儒
家
に
も
自
由
定
歩
の
意
見
は
あ
る
、
が
、
先
王
の
官
培
法
を
守
る
乙
と
を
重
ん
じ
て
ゐ
る
か
ら
先
づ
保
守
的
と
え

。。

る
べ
き
で
あ
ら
ラ
。
之
に
謝
し
て
法
家
は
滋
め
て
定
歩
的
思
想
を
な
し
法
の
蓬
化
す
べ
き
と
と
を
論
じ
て
ゐ
る
、
高
子
交

法
第
に
「
三
代
不
同
道
一
出
玉
、
玉
一
議
不
向
法
市
川
紛
)
」
と
あ

b
、
韓
非
子
算
地
話
代
「
翠
人
之
魚
崎
也
、
叡
俗
立
注
射
治
、

祭
岡
事
本
別
宜
、
不
観
時
俗
、
不
察
関
本
、
別
立
(
法
立
市
民
乱
、
事
劇
市
功
少
に
と
。
同
じ
く
心
度
第
に
は
「
法
典
/
待

紡
特
別
治
、
治
輿
世
宜
別
有
功
、
」
と
云
ぴ
、
又
五
謙
一
お
に
は
「
今
欲
以
先
王
之
政
、
治
営
世
之
氏
、
山
首
守
株
之
類
也
、
」
と
あ

る
。
之
等
は
間
切
か
に
法
家
が
法
律
の
進
化
す
べ
き
乙
と
を
論
じ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

O

つ

O

第
四
に
、
伝
家
に
於
て
は
加
は
人
の
地
位
階
級
に
依
っ
て
別
に
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
階
級
的
不
卒
等
的
な
考
、
が
あ

る
、
周
機
秋
官
大
ィ
ィ
り
泡
に
「
凡
諸
侯
之
獄
設
以
邦
血
(
定
之
、
凡
潟
大
夫
之
は
訟
以
邦
法
務
之
、
凡
民
間
山
之
獄
誌
、
以
邦
成

微
之

J
と
あ
b
、
同
じ
く
小
川
志
に
は
「
八
時
:
・
議
裂
、
議
故
議
能
議
賢
:
:
:
に
と
地
位
及
び
才
能
そ
の
他
の
優
れ
た
る

入
に
は
刑
を
減
一
免
す
べ

3
を
論
じ
て
ゐ
る
じ
小
一
一
り
泡
の
八
時
は
後
世
八
議
と
な
っ
て
ゐ
る
，
機
記
文
王
世
子
に
は
「
公
族

無
官
刑
、
不
努
サ
一
(
類
也
L

と
一
瓦
ひ
、
又
、
「
公
族
共
有
死
罪
、
則
禁
於
句
人
t

一
と
あ
る
ο

叉
出
総
上
に
は
「
総
不
下
康
入
、

刑
不
上
大
夫
」
と
あ
'
夕
、
孟
子
離
雲
上
に
は
「
君
子
犯
義
、
小
人
犯
刑
!
一
と
い
び
、
有
子
宮
問
問
お
に
は
「
出
土
以
上
刻
以

総
幾
節
之
、
衆
応
百
姓
則
必
以
法
政
側
之
」
と
あ
る
。
之
等
は
何
れ
も
溺
照
的
は
人
民
に
施
す
も
の
で
士
以
上
知
識
的
階
級
に

局
す
る
も
の
に
は
主
と
し
て
道
徳
的
制
裁
を
施
す
と
云
ム
の
で
極
め
て
階
級
的
な
考
へ
方
で
あ
る
も
之
に
お
し
て
法
家
は

O

勺

O

O

平
等
主
義
を
主
張
し
て
ゐ
る
、
管
子
八
経
節
に
は
「
上
下
支
妓
、
杓
長
以
法
」
と
あ
ら
、
尚
子
賞
刑
篇
に
は
「
別
保
…
等
級
、

自
卿
利
将
山
本
、
以
至
大
夫
浪
人
、
犯
協
禁
、
収
作
死
不
放
、
有
効
於
前
、
有
敗
於
後
、
不
急
掠
剤
、
」
と
あ
b
、
韓
非
子
有
皮



体
加
に
は
「
法
不
阿
武
、
法
之
所
加
、
灼
日
者
弗
能
除
、
勇
者
山
改
字
、
刑
不
避
大
臣
、
貨
不
法
匹
夫
」
と
論
じ
て
ゐ
る
の
は
何

れ
も
、
刑
は
食
股
上
下
卒
等
に
施
す
べ

3
で
そ
の
問
に
事
未
の
差
別
を
も
設
け
て
は
な
ら
ぬ
と
云
ム
の
で
あ
る
。
ぬ
作
子

九
守
篇
に
「
以
天
下
之
目
説
、
山
川
無
不
見
也
、
以
天
下
之
耳
総
、

mm
無
不
出
也
、
:
:
:
犬
氏
別
市
総
之
則
哉
、
令
市
線
之

則
抱
一
、
雌
有
滋
武
之
徳
、
復
人
口
於
市
人
之
一
一
一
一
口
、
.
‘
先
王
善
泉
氏
怨
一
段
、
以
凶
守
問
問
、
以
民
守
氏
」
と
、
一
般
人
民
の

意
見
を
問
ふ
べ
ぬ
」
」
を
論
じ
て
ゐ
て
、
之
を
極
端
に
炭
h
u

れ
ば
憲
法
政
治
の
如
、
3
V
}
後
怨
し
て
ゐ
る
も
の
¥
政
で
あ
b
、
極

め
て
匙
歩
的
攻
忠
恕
と
一
去
ム
マ
へ
込
」
」
で
あ
る
。
以
上
で
大
間
法
律
の
性
質
に
関
す
る
考
察
は
叡
川
町
述
べ
移
っ
た
、
が
次
い
で
法

の
目
的
に
関
し
て
少
し
く
述
べ
よ
う
。

一
一
、
訟
の
目
的

法
律
は
何
の
怨
に
設
け
る
も
の
で
あ
る
か
、
之
に
つ
い
て
も
儒
家
法
家
相
反
し
た
設
を
な
し
て
ゐ
る
二
儒
家
は
先
づ
法

0

0

0

 

を
以
て
総
数
を
維
持
す
る
、
部
ち
道
徳
を
行
ふ
助
け
と
す
る
と
一
去
よ
考
へ
を
有
し
て
ゐ
る
。
込
一
盟
問
怨
政
れ
に
「
道
之
以

0

0

0

0

 

政
、
一
校
之
以
刑
、
民
免
市
無
恥
、
道
之
以
徳
、
安
之
以
艦
、
有
恥
旦
格
J
と
一
去
っ
て
、
道
徳
教
育
を
重
ん
じ
て
刑
政
を
そ
の

下
に
為
い
℃
ゐ
る
、
待
子
王
制
約
に
は
「
恕
政
之
大
今
、
以
益
日
至
者
、
待
之
以
穂
、
以
不
幸
一
日
五
者
、
待
之
以
川
川

J
と

あ

る
。
有
子
の
訟
は
論
一
誌
の
思
想
と
や
¥
異
な
っ
て
ゐ
る
、
が
、
乙
れ
は
孔
有
二
子
の
性
格
的
学
風
特
に
時
勢
の
杓
呉
の
然
ら
し
む

る
所
で
、
有
子
に
於
て
は
躍
と
法
と
は
殆
ん
ど
同
一
性
質
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
b
、
立
つ
初
子
も
亦
総
数
第
一
主
義
を
主

旋
す
る
黙
に
於
て
は
、
孔
子
と
同
じ
で
あ
る
。
雄
記
紫
詑
に
「
漣
節
口
氏
心
、
楽
和
民
務
、
政
以
行
之
‘
潟
以
防
之
‘
踏
ん
楽
刑

段
、
閉
山
送
十
郎
一
'
小
一
伴
、
別
別

r
r備
突
、
ー
一
と
云
ρ
ノ
て
、
安
踏
ん
楽
を
主
と
し
刻
字
ど
が
と
し
て
ゐ
る
ο

叉
白
虎
遜
五
一
型
婦
に
「
謹
一

人
治
天
下
、
必
有
刑
罰
何
、
所
以
佐
徳
助
治
版
天
之
度
也
」
と
論
し
、
道
認
を
主
と
し
、
法
律
は
之
を
部
と
し
方
伎
と
し
て

五



取
扱
り
て
ゐ
る
。
儒
家
の
麓
数
主
義
に
封
し
て
法
家
は
間
関
権
維
持
テ
一
目
的
と
し
法
治
主
義
を
以
て
詣
還
を
行
ふ
を
主
張
し

て
ゐ
る
υ

潟
子
去
張
お
に
「
闘
用
詩
書
穫
祭
孝
悌
、
善
修
治
者
、
一
致
至
必
前
皆
、
不
至
必
会
図
、
不
思
入
者
治
、
散
不
敢

五
、
雛
一
4
1

必
得
、
必
取
必
能
有
之
、
」
と
儒
家
の
所
諸
王
道
、
邸
ち
道
徳
政
治
は
翠
衣
る
理
想
論
で
実
際
的
で
は
な
い
、
若

し
究
際
に
之
を
用
ひ
れ
ば
必
ず
闘
を
危
く
す
る
か
ら
、
図
家
を
強
大
に
し
留
権
bd}
維
持
す
る
に
は
必
ず
巌
法
を
以
て
氏

子
}
耕
戟
に
力
め
し
め
ね
ば
な
ら
ね
と
一
五
ふ
の
で
あ
る
。
韓
非
子
は
難
勢
篇
に
於
て
「
抱
法
庭
勢
刻
治
、
北
円
法
去
勢
射
能
、

・
:
然
皮
質
之
動
、
刑
罰
之
威
、
純
伊
勢
委
法
、
長
一
ん
舜
戸
設
雨
入
緯
之
、
不
能
治
三
家
、
夫
勢
之
足
用
亦
明
尖
:
:
・
」
と
論

じ
、
・
尚
子
閉
塞
第
に
「
夫
利
天
下
之
氏
者
、
英
大
於
治
、
市
治
英
康
於
立
君
、
立
芳
之
道
、
英
康
於
勝
法
」
と
法
律
至
上

主
義
を
唱
へ
て
み
る
。
何
れ
も
法
律
の
呂
的
テ
一
以
て
関
格
の
維
持
に
あ
ら
と
す
る
も
の
で
儒
家
の
礎
教
主
義
と
・
初
詣
す
る

も
の
で
あ
る
。

第
二
に
儒
家
に
於
て
は
訟
刑
の
目
的
は
人
簡
を
戚
化
す
る
乙
と
で
あ
る
と
一
五
ム
、
部
ち
戚
化
主
義
と
で
も
云
ふ
べ
き
」
も

の
で
あ
る
。
説
話
免
政
銭
に
「
魚
政
以
徳
、
響
'
如
北
辰
居
主
(
所
衆
足
尖
之

J
と
あ
'
夕
、
孟
子
公
孫
丑
上
に
「
以
不
弘
人
之

心
、
行
不
忍
人
之
政
、
治
天
下
、
可
運
諾
掌
L

と
、
有
子
君
臣
筑
に
「
有
治
入
、
無
治
法
、
:
・
:
法
不
能
溺
立
、
符
共
人
知

存
、
失
笑
人
知
亡
L

と
仰
れ
も
徳
治
主
義
人
治
主
義
に
立
脚
し
て
刑
政
を
施
し
以
て
氏
子
一
戚
化
す
。
へ

3
K
述
べ
た
も
の
で
あ

る
。
害
総
呂
加
に
は
刑
法
に
つ
い
て
積
ム
ゲ
の
と
と
を
記
載
し
て
あ
る
が
「
五
刑
之
疑
有
数
、
五
罰
之
疑
有
数
、
共
寝
克
之
‘

館
学
有
衆
、
惟
貌
'
一
付
税
じ
と
あ
る
は
之
は
法
官
、
が
獄
訟
を
裁
到
す
る
場
合
に
つ
き
て
述
べ
た
る
も
の
、
到
の
疑
は
し
主
は
較

く
し
て
多
く
の
者
の
意
向
を
も
参
酌
し
、
特
に
「
惟
貌
有
蒋
L

は
容
貌
態
度
を
考
察
す
べ
き
」
を
意
味
し
今
日
の
犯
罪
心
問
率

的
研
究
等
を
想
は
し
む
る
も
の
、
が
あ
b
余
程
進
歩
し
た
考
へ
と
一
五
ふ
べ
き
で
あ
る
。
向
同
じ
く
呂
刑
に
「
上
刑
通
軽
下
服
、



下
剤
趨
霊
上
服
、
:
・
刑
罰
世
経
世
童
、
佐
務
非
努
」
と
、
「
泡
軽
」
と
は
過
失
の
場
人
口
に
は
霊
犯
を
も
そ
の
罰
を
樫
く

し
、
故
意
に
犯
し
た
る
は
そ
の
罰
を
章
一
く
す
る
と
云
ム
の
で
犯
罪
の
動
機
を
重
ん
じ
た
の
で
あ
b
、
一
ー
刑
罰
古
軽
世
童
」
と

は
刑
法
の
時
世
に
熔
じ
て
調
節
手
る
べ
主
を
述
、
、
へ
た
も
の
で
あ
る
。
又
府
総
秋
(
白
河
利
比
三
宥
(
不
一
誠
、
過
失
、
遺
志
、
)

三
赦

(
O
態
、
幼
弱
、
老
旋
〉
が
あ
る
。
部
ち
之
等
の
者
に
謝
し
て
は
そ
の
界
を
減
免
す
る
の
で
あ
る
。
品
一
一
間
経
舜
血
(
に

「
符
災
障
数
、
約
終
賊
刑
」
と
一
去
ひ
、
成
誌
に
「
非
片
一
四
位
終
、
不
可
不
殺
、
ん
に
自
災
越
前
不
可
殺
」
と
あ
る
も
明
か
に
故
意

犯
過
失
犯
に
つ
い
て
の
べ
た
も
の
で
、
現
行
日
本
刑
法
三
十
八
僚
に
も
此
の
規
定
が
あ
る
。
之
等
は
何
れ
も
儒
家
の
考
へ
が

極
め
て
匙
歩
し
て
わ
た
と
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
之
に
釣
し
て
訟
家
は
刑
律
の
呂
的
は
氏
を
威
嚇
し
、
之
に
依
っ
て
犯

罪
を
行
は
し
め
ゴ
る
採
に
し
、
川
町
山
に
殿
刻
を
施
し
て
氏
子
}
恐
れ
服
せ
し
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
J

韓
非
子
姦
劫
私
区
お
に

寸
夫
般
刑
重
罰
者
、
氏
之
所
忍
也
、
市
関
之
所
以
治
也
、
哀
憐
百
姓
、
経
刑
罰
者
‘
民
之
所
喜
市
図
之
所
以
危
也
」
と
一
五

ひ
、
開
設
問
六
反
続
に
「
母
之
愛
子
也
倍
父
、
父
令
之
行
於
子
者
十
母

J
と
あ
る
も
、
君
主
が
巌
刑
を
以
て
民
に
臨
み
之
を
威

赫
す
れ
ば
民
は
君
主
を
恐
れ
そ
の
命
に
隠
ひ
図
家
治
ま
る
に
至
る
乙
と
、
父
の
命
令
の
家
の
中
代
行
は
る
る
が
如
し
と
な

し
て
ゐ
る
占
待
ほ
同
じ
く
八
設
第
に
は
子
に
慈
行
あ
b
、
懇
の
カ
に
て
治
め
ら
れ
ね
場
令
に
は
数
的
の
叱
陀
を
待
た
ね
ば

玄
ら
ね
も
叉
子
の
r

身
に
病
あ
る
時
は
殺
の
愛
の
み
で
は
如
何
と
も
し
難
く
墜
に
依
ら
ね
ば
な
ら
ね
如
く
、
殺
刑
を
以
て
民

を
鍛
錬
す
る
は
人
民
白
身
の
怨
に
も
衣
る
と
と
¥
し
て
何
れ
も
威
嚇
主
義
の
必
要
を
論
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

。。

第
三
は
鵠
家
は
法
を
以
て
務
系
の
時
郎
防
の
免
友
、
，
p
し
と
し
、
道
徳
数
育
の
振
興
を
極
力
主
張
す
る
。
前
に
掲
げ
た
左
停

昭
公
六
年
の
文
、
叔
向
の
一
一
一
一
日
に
「
防
之
以
義
、
行
之
内
払
穫
、
守
之
以
信
」
と
は
正
に
此
の
意
で
「
之
」
は
罪
を
指
す
。
之

0

0

0

0

0

0

0

O

 

K
訴
し
て
法
家
ほ
熔
報
主
義
復
讐
主
義
を
主
張
し
荷
鞍
の
如
さ
は
之
を
玄
際
に
行
。
た
も
の
と
云
ふ
こ
と
、
が
出
来
る
が
、

七



/え

そ
の
と
と
は
史
認
の
荷
鞍
の
停
な
ど
に
も
あ
る
か
ら
設
明
空
各
く
c

。
0

0

0

0

第
四
に
源
問
家
は
家
族
制
擁
護
を
主
と
し
て
ゐ
る
、
論
一
詰
子
路
篇
に
「
共
父
一
環
羊
、
子
詮
之
、
孔
子
百
父
魚
子
際
、
子
魚

交
際
、
一
時
一
在
共
中
失
」
と
あ
る
。
之
は
後
世
支
那
法
律
に
明
文
と
し
て
一
不
透
れ
て
ゐ
る
容
胞
は
の
起
と
も
見
る
べ
き
で
あ

b
、
法
書
山
丘
中
ザ
紀
地
節
四
年
の
訟
に
「
自
今
子
医
父
母
、
十
世
京
医
夫
、
孫
一
法
大
父
母
、
皆
勿
坐
1

一
ー
と
あ
b
て
立
涙
な
法
作
と

な
っ
て
ゐ
る
し
、
府
・
宋
・
元
・
明
ム
川
狩
は
何
れ
も
皆
大
忍
以
外
の
場
合
与
が
、
て
は
容
憶
を
-
認
め
て
ゐ
る
、
)
叉
刷
機
地
官
大
ぺ

徒
に

λ
刑
に

ο
い
て
殺
し
て
ゐ
る
、
が
、
そ
の
中
に
不
老
不
悌
を
入
れ
て
お
る
、
之
は
一
つ
に
支
那
の
駐
舎
の
根
本
を
な
す

家
族
制
度
擁
護
の
ゑ
で
あ
る
。
之
に
お
し
て
法
家
は
み
十
一
く
例
入
主
義
で
あ

b
訟
の
前
に
絡
お
の
一
今
等
を
主
張
す
る
デ
モ
ク

ラ
ア
イ
ツ
ク
な
思
想
を
な
し
て
ゐ
る
Q

管
子
任
法
れ
に
「
翠
君
設
法
部
国
守
之
、
宮
支
如
何
勇
者
、
不
能
侵
也
‘
信
近
親
愛

者
、
不
能
隊
也
」
と
あ
る
は
正
に
之
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
で
大
路
刑
法
の
目
的
に
関
す
る
考
察
を
柊
へ
、
次
い
で

簡
単
攻
批
評
を
試
み
よ
ラ
。

法
律
の
性
質
と
し
て
考
へ
る
時
に
は
法
家
の
観
念
を
以
て
久
ん
な
る
も
の
と
え
る
べ
込
」
」
で
、
そ
の
精
一
利
点
今
行
よ

b
え
る

も
阪
る
趨
切
で
あ
る
が
、
氏
の
黙
に
闘
し
儒
家
は
異
に
法
の
本
質
を
え
て
ゐ
ず
、
そ
の
設
く
所
は
か
な
λ

ジ
ゆ
、
が
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
と
云

ο
て
よ
か
ら
ヲ
。
然
し
、
法
の
呂
的
に

ο
い
て
は
儒
家
の
設
の
中
に
も
ん
川
取
る
べ
き
」
所
が
多
い
。
今
日
の
如

き
世
界
列
協
の
競
守
劇
し
主
持
代
に
於
て
は
、
法
に
依
ハ
ノ
て
路
椛
を
維
持
す
る
乙
と
も
必
要
で
あ
る
、
が
、
総
数
に
依
っ
て
人

民
を
導
く
乙
と
も
亦
板
め
て
章
一
姿
で
あ
る
〉
叉
儒
家
の
成
化
主
義
と
法
家
の
威
嚇
主
義
と
で
は
匁
γ

ろ
前
者
を
取
る
べ

3
で

成
化
諮
問
導
乙
そ
鼠
(
代
訟
の
目
的
を
達
せ
し
め
る
所
以
で
あ
ら
ラ
。
又
議
坊
主
義
と
隊
一
報
主
義
と
で
は
現
今
刑
法
筆
者
の
向

に
も
論
あ
る
所
で
従
来
は
態
報
主
義
を
主
町
抗
す
る
同
学
者
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
で
は
濠
防
主
義
、
目
的
主
義
を
唱
へ
る
愚
者



が
有
力
な
様
で
あ
る
己
最
後
の
家
族
制
の
擁
設
も
同
憾
な
や
ヲ
で
あ
る
が
我
凶
の
現
行
刑
法
に
於
て
も
之
に
開
削
す
る
佼
攻

、
が
二
三
あ
る
、
家
族
制
、
が
東
洋
一
枇
舎
の
根
祇
を
な
し
て
ゐ
る
知
よ
台
見
て
一
路
必
要
の
乙
と
で
あ
る
。
か
く
見
来
る
と
訟

の
目
的
に
関
し
て
は
儒
家
訟
家
共
に
取
る
ベ

3
も
の
が
あ
っ
て
、
明
瞭
に
そ
の
俊
劣
を
剣
定
す
る
を
符
ず
、
呉
川
川
は
そ
の

中
間
に
存
す
る
と
一
五
ふ
と
と
、
が
出
来
ゃ
う
。

然
し
友
、
か
ら
支
那
の
後
世
の
法
律
は
大
部
分
保
家
の
思
想
に
依
っ
て
ゐ
る
事
交
が
あ
る
ο

支
郊
の
訟
血
(
は
完
公
な
る
形

と
し
て
も
府
作
以
後
幾
多
の
俊
民
を
な
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
枝
元
は
十
字
限
の
訟
経
六
お
に
あ
る
。
夫
れ
が
市
川
収
に
至
。
て

六
作
と
な

b
茶
時
代
に
迎
用
手
れ
だ
。
(
史
記
尚
快
列
停
に
六
作
に
践
す
る
乙
と
あ
b
)
。
波
高
躍
の
時
、
加
何
の
九
章
律
、
が

出
来
て
支
郊
の
法
律
、
が
大
部
分
形
を
幣
へ
、
六
割
・
仇
川
代
V
一
経
て
庇
律
に
至
っ
て
最
も
完
成
し
た
の
で
あ
る
、
主
(
の
後
宋
一
克

明
治
を
経
て
今
日
に
至
。
だ
、
が
、
一
克
代
を
除
く
宋
明
活
は
何
れ
も
庶
律
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
。
(
元
法
は
溺
特
の
位
置
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
が
今
は
論
及
し
な
い
)
。
か
く
の
如
く
支
那
法
の
起
訴
は
法
家
に
あ
り
た
、
が
、
成
以
後
の
法
律
は
多
く

各
朝
廷
に
仕
へ
て
ゐ
た
的
学
者
、
が
立
法
官
と
な
り
て
制
定
し
た
も
の
で
、
法
代
に
俗
的
内
子
炉
)
以
て
官
接
と
な
し
て
以
来
、
朝
廷
に

仕
へ
た
間
学
者
は
殆
ん
ど
儒
家
で
あ

ο
万
余
に
後
世
の
訟
は
多
く
儒
家
の
滋
恕
に
依
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
U

故
に
賠
律
の
中

に
も
数
訓
的
、
総
数
維
持
的
な
も
の
、
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
J

従
り
て
そ
の
庇
律
は
後
次
第
に
交
際
の
間
に
令
ぬ
放

にいな

b
、
そ
の
mm
に
格
・
式
@
佼
法
@
伎
約
等
様
'
マ
な
細
川
則
、
{
朴
氏
行
法
が
各
時
代
に
生
じ
、
そ
れ
に
依
っ
て
{
交
際
に
事
を

行
び
、
唐
律
は
一
司
胞
の
装
飾
的
な
も
の
と
な

b
、
法
の
最
高
楼
威
と
し
て
の
支
質
宇
一
件
は
な
い
場
合
を
生
じ
た
U

ぬ
法
律

の
中
に
は
家
族
制
度
擁
護
の
忠
恕
を
様
端
に
ま
で
示
し
て
ゐ
る
、
部
ち
十
惑
の
中
第
四
忍
逆
罪
は
父
母
子
一
打
ち
或
は
伯
叔

父
母
を
殺
し
一
だ
も
の
に
お
し
、
第
七
の
不
孝
は
父
を
奮
っ
た
も
の
に
針
し
、
第
八
の
不
陸
罪
は
親
類
を
謀
殺
せ
る
も
の
に

九



。

釣
し
、
第
九
の
不
義
罪
は
妻
、
が
夫
の
喪
中
に
嫁
す
る
も
の
に
針
し
、
第
十
の
内
m
乱
罪
は
親
族
姦
通
し
た
る
も
の
に
艶
す
る
罪

で
何
れ
も
家
族
的
犯
罪
を
指
し
、
待
父
母
を
罵
同
一
一
一
日
せ
る
も
の
は
絞
殺
せ
ら
れ
、
伯
叔
父
母
子
品
一
一
一
日
れ
る
も
の
は
徒
一
年
、
兄

を
潟
れ
る
は
禁
鎖
、
兄
を
打
て
る
者
は
徒
二
年
、
父
母
の
喪
中
に
嫁
し
、
或
は
縦
太
子
一
な
せ
る
も
の
は
徒
二
年
、
同
じ
く
父

母
の
喪
中
に
子
を
生
め
る
者
は
徒
一
年
、
父
母
の
禁
銀
中
に
一
音
奨
を
作
せ
る
者
は
徒
一
年
学
等
の
規
定
が
あ
る
が
、
之
に

依
っ
て
も
犯
罪
に
関
し
て
極
め
て
巌
重
な
る
を
知
る
乙
と
、
が
出
来
る
。
叉
訟
の
階
級
主
義
に
就
い
て
は
八
議
に
於
て
傘
長

と
卑
魁
、
及
び
、
ハ
日
戸
、
殺
戸
、
奴
糾
等
の
身
分
に
依
っ
て
同
様
の
犯
罪
で
も
そ
の
刑
を
百
一
別
し
て
ゐ
る
3

之
等
は
明
か

に
儒
家
の
思
想
に
依
る
も
の
で
乙
の
精
一
仰
は
庇
宋
明
精
子
)
通
じ
て
行
は
れ
、
偶
人
の
権
利
白
白
を
阪
中
退
し
た
黙
が
板
め
て

多
い
。
法
律
が
そ
の
後
千
年
間
殆
ん
ど
後
達
し
な
か
っ
た
所
以
も
亦
此
庭
に
あ
る
。

要
す
る
に
古
代
の
儒
家
の
法
律
の
性
質
、
特
に
そ
の
日
的
に
針
す
る
考
へ
万
に
は
、
今
日
よ

b
見
て
も
威
服
す
べ

3
も
の
が

そ
の
一
一
一
を
述
ぶ
れ
ば
、
第
一
に
伝
家
、
が
高
速
な
郊
想
、

少
く
な
い
、

道
総
数
育
、

王
道
主
義
を
以
て
法
作
の
助
け
を

倍
b
寓
世
民
民
事
ゲ
}
指
導
し
、
権
問
た
る
来
洋
道
徳
を
不
放
に
築
主
上
げ
た
与
で
あ
る
。
氏
の
事
賞
は
反
面
に
於
い
て
法
律
思

怒
、
が
後
逮
せ
ず
、
、
法
律
が
完
成
主
れ
な
か
っ
た
事
を
惜
し
む
以
上
に
穿
く
し
て
、
五
日
人
の
深
く
戚
謝
す
る
所
で
あ
る
。
第

二
に
故
意
犯
、
過
失
、
幼
態
、
等
に
依
っ
て
潟
を
減
免
す
る
規
定
が
日
刑
や
川
械
に
あ
ら
、
日
本
現
行
刑
法
に
於
て
は
三

十
八
伎
は
過
失
の
犯
罪
に
う
き
¥
一
ニ
十
九
僚
は
心
神
喪
失
者
の
犯
罪
に
っ
さ
、
内
十
一
僚
に
は
十
内
才
以
下
の
者
の
犯
罪

に
つ
い
て
夫
々
減
-
免
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
あ
る
、
向
け
首
減
郊
に
つ
き
」
て
は
四
十
一
僚
に
規
定
さ
れ
て
ゐ
、
古
代
支
那
思

想
の
中
に
は
僚
ら
之
を
見
ね
が
、
論
語
子
技
約
に
文
子
之
滋
如
汁
月
之
会

L

と
一
五
ひ
、
印
字
而
お
に
「
過
別
勿
部
改
」
と

云
っ
て
ゐ
る
の
な
ど
が
之
を
一
桁
示
し
て
ゐ
る
の
で
は
な

ν
か
と
も
思
は
れ
る
。
市
し
て
後
世
支
那
法
に
於
て
は
儒
数
の
精



一
仰
に
基
い
て
白
首
減
刑
を
非
常
に
重
視
し
て
ゐ
る
。
之
等
の
姑
…
に
於
い
て
館
家
の
設
は
様
め
て
准
ん
で
ゐ
だ
と
も
云
ふ
乙

と
が
出
来
よ
ヲ
、
第
三
に
、
前
越
し
究
所
で
あ
る
が
犯
人
の
容
貌
一
一
一
口
誌
翠
動
に
依
っ
て
裁
剣
せ
ん
と
す
る
、
が
如
、
3
は
現
今
の

犯
罪
心
理
問
午
、
が
取
放
の
/
て
ゐ
る
事
で
あ
b
、
第
四
に
、
階
級
的
及
び
家
族
制
擁
護
に
関
し
て
は
、
現
行
刑
法
に
も
そ
の
規
定

又
は
乙
の
精
神
を
見
る
と
と
が
出
来
る
、
前
者
は
殆
ん
ど
法
文
と
し
て
は
な
い
、
が
、
憲
法
第
五
十
一
二
僚
に
雨
院
議
員
の
逮
捕

に
闘
し
た
規
定
あ
る
外
、
司
法
上
の
内
規
代
身
分
あ
る
人
の
逮
捕
監
禁
を
手
加
減
す
る
乙
と
が
あ
る
。
文
後
者
に
つ
い
て

は
刑
法
第
二
百
係
、
二
百
五
僚
、
二
百
二
十
僚
に
白
己
及
び
配
偶
者
の
合
十
嵐
を
殺
傷
監
禁
し
た
る
者
に
は
特
に
重
刑
を
課

す
べ
き
」
乙
と

E
述
べ
て
ゐ
る
υ

か
¥
る
家
族
制
度
よ
人
リ
生
ず
る
特
積
刑
は
西
洋
に
は
見
ま
る
所
、
之
叉
儒
数
思
想
の
影
響

と
見
倣
す
之
と
が
出
来
よ
う
。
以
上
に
依
っ
て
支
那
古
代
儒
家
の
思
想
の
中
に
も
優
秀
な
る
も
の
が
多
く
存
在
す
る
と
と

が
知
れ
よ
ラ
。
然
ら
ば
支
那
訟
が
後
年
鈴

b
後
達
し
な
か
り
だ
所
以
は
何
慮
に
在
る
か
と
い
ふ
に
、
後
の
各
時
代
の
立
法
者

、が鈴

b
に
保
守
的
で
古
人
の
如
き
溺
創
的
活
歩
的
の
精
神
を
絞
ら
」
」
、
古
代
の
俊
秀
な
る
儒
家
の
異
の
精
神
を
汲
み
得
ず
し

て
、
徒
ら
に
古
裂
の
形
式
模
倣
に
の
み
意
を
用
ひ
た
結
果
で
あ
る
と
認
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
コ

的
現
在
の
刑
法
的
学
者
は
刑
法
の
疫
反
を
四
段
階
に
別
け
て
論
じ
て
ゐ
る
。
部
ち

1
、
復
讐
時
代
、

2
、
威
嚇
時
代
、

3
、
博
愛
時
代
、

4
、
科
鼠
十
時
代
、
で
、
乙
の
中
、
川
ほ
原
始
時
代
の
郊
で
あ
b
仰
は
上
世
並
び
に
中
世
の
刑
で
あ
b
、関

家
の
怨
に
抑
制
人
を
犠
牲
に
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
が
、
氏
の
雨
者
は
支
那
の
儒
家
の
思
想
と
賂
t

同
様
と
見
る
乙
と
が

出
来
る
、
間
は
中
世
末
か
ら
近
世
の
初
代
於
け
る
苅
で
、
個
人
の
自
費
に
基
づ
い
て
起
っ
た
自
由
思
想
代
依
b
個
人
の
様

、
利
を
主
張
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
儒
家
の
博
愛
主
義
と
は
や
¥
内
容
を
異
に
し
、
此
の
四
階
級
中
に
は
儒
家
の
思

想
を
入
る
べ
き
趨
営
衣
場
所
、
が
な
い
。
之
れ
支
邦
、
が
世
界
に
於
い
て
務
自
の
愛
展
乞
な
し
来
b
、
鼠
家
の
成
立
、
図
民
性
、



一一)

文
化
等
に
於
て
全
く
務
自
の
特
色
あ
る
も
の
を
有
す
る
が
故
に
、
西
洋
の
墜
訟
を
利
用
し
之
に
誉
は
め
て
訂
一
に
支
那
の
こ

-
と
を
考
察
す
る
を
符
ぬ
所
以
で
あ
る
ρ

し
か
し
支
那
研
究
に
も
大
に
日
本
又
は
西
洋
の
事
物
並
に
準
設
を
参
著
す
べ
き
」
は

勿
論
で
あ
る
。

(
議
一
段
筆
記
)

師

道

就
ヘ晴、
d
d
」

て
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口
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本
題
を
詳
し
く
申
せ
ば
、
「
師
道
を
論
じ
て
現
代
の
数
脊
に
及
、
ぶ
」
と
い
ム
の
で
あ
る
o
'
今
日
に
於
け
る
孜
践
の
紋
態
は

究
に
h

挑
ん
で
あ
る
。
内
閣
統
計
局
の
調
交
に
よ
る
と
‘

小
E堅

(
路
十
枚
数
)

問
問
一
千
校

iJ ;:;;_ 
=缶入

五郎

試数

人

(
生
徒
叡
)

塁手

二
千
六
百
校

千
一
百
一
向
人
間
一
一
川

百
四
十
科
人
口
一
州

十
一
辺
人
口
一
蹴

六
市
内
八
千
人
口
一
附

勿
論
内
森
と
も
に
充
賞
し
て
ゐ
る
所
、
も
あ
る
が
在
一
頃
科
問
中
校
問
題
、
が
多
い
事

回
高
五
千
人

‘1
1
回
一
喝
噌
1
1
.

，J

i
-
-

1日へ
hnu

九

校

八

千

人

大
正011
1ヲー‘

四

十

六

校

ヨ1.
千
七

入

期
く
盛
ん
な
肢
態
に
あ
る
向
学
校
な
れ
ど
、

は
滅
多
に
な
い
。

先
年
議
A
M
M

に
於
て
、
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